
本書「あとがき」より

　ノーモア・ヒバクシャ東京訴訟は、1945年８月６日
と９日にアメリカが投下した原子爆弾の非人道性を、
原爆放射線の人体影響を通して明らかにしようとする
裁判です。原告らは、「あの日」をそれぞれに体験し、
さらに戦後を被爆者として生き抜きながら、数十年の
時を経てさまざまな重い病気を発症し、それらが原爆
放射線によるものであると認定されることを求めてい
ました。
　訴訟では原告全員１人も残さず自庁取消か勝訴判決
によって原爆症と認定される、という大きな成果を達
成しました。しかし、今なお、非がん疾患を中心に、
被爆の実相とは乖離した認定行政が続けられていま
す。世界の心ある人々の努力によって核兵器禁止条約
が締結されたこの時代に、唯一の戦争被爆国である日
本では、被爆者が原爆被害を否定され、戦後の人生を
否定される、そんなことが許されるはずがありません。
　１人でも多くの皆さまにこの記録集をお読みいただ
き、核兵器廃絶と被爆者援護、原爆体験の継承につい
て語り合い、行動していきたいと思います。
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